
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４2号（2014.11） 
石川県立能登高等学校 

927-0433 

石川県鳳珠郡能登町字宇出津マ字 106-7 

TEL:0768-62-0544  FAX:0768-62-2935 

ホームページ http://www.ishikawa-c.ed.jp/~notoxh/ 

（ブログ http://blog.goo.ne.jp/notokoukou/） 

メールアドレス  notoxh@m1.ishikawa-c.ed.jp 

○１１月１３日から県内各地で行われました新人戦に、本校からも多数の部が参加し、男子ソフトテ

ニス部が団体個人共に優勝を果たし３連覇を達成しました。またアーチェリー部は女子が団体２連覇

個人４連覇、男子が去年の雪辱を晴らしての団体個人ともに優勝となりました。ソフトテニス部は主

力選手２名が九州で行われました別大会に参加で欠場し、またアーチェリー部も国体選手の３年生が

引退したこともあり、様々な不安要素もありましたが、それらすべてをはね退け、力強い勇姿を見せ

てくれました。今後行われます、全国大会でもぜひ活躍してもらいたいです。 

個人・団体共に活躍したソフトテニス部 アベック優勝を果たしたアーチェリー部 

男子バスケットボール部  １７位 

女子バスケットボール部   ９位 

バレー部(志賀高校との合同チーム) 予選敗退 

バドミントン部 団体 ９位  個人 勘平 １７位 

柔道部 団体 ９位  個人 影山 ５位 出村 ９位 

男子ソフトテニス部 団体 優勝  個人 髙宮・山本組 優勝  松岡・山下組 端山・東組 ５位 

女子ソフトテニス部 団体 ５位 

男子アーチェリー部 団体 優勝  個人  屋敷 優勝  堀内 第３位 

女子アーチェリー部 団体 優勝  個人  谷内 優勝  前名 第３位 

卓球部 団体 １回戦敗退  個人 谷口 3 回戦敗退 女子ダブルス 堂上・小島 17 位 



 

 

 

 

 

 

サモア研修の報告をする高野勝郎教諭 

メイプルハウス代表取締役の鍋島盛雄氏 

熱弁を振るう、放送作家の村瀬健氏 

11 月 1 日(土)から 7 日(金)まで本校での学校公開が行わ

れました。開始日である 1 日には、午前中から授業公開が行

われ、その後８月にサモア独立国での JICA 北陸教師海外研

修に参加した、本校社会科、高野勝郎教諭による海外研修報

告が行われました。 

午後からは、「スイーツとともに成長してきた私の人生」と

いう題目で、株式会社メイプルハウス代表取締役の鍋島盛雄

氏による講演と、「豊かな人間関係を築くためのコミュニケー

ション術」という題目で、放送作家の村瀬健氏による講演が行

われました。 

高野勝郎教諭による報告では、サモアと日本での文化や教

育方法の違いなどの報告が行われ、３年生の生徒からは「サ

モアにはサモアの良さ、日本には日本の良さがあると思うの

で自分の周りを見つめ直して、幸せを考えていきたい」という

感想が出ていました。 

また鍋島盛雄氏の講演ではご自身の経験を踏まえながら、

挨拶などの、社会で働く上での注意点についてのお話しや努

力の大切さなどをお話しされました。「人一倍の努力をして人

生を輝かせたい」と、２年生の生徒は決意を新たにしていまし

た。 

最後の村瀬健氏の講演では、よりよい対人関係を築く上で

気をつけるべきコミュニケーションの術について、芸能界の例

を交えつつ熱く語っていただきました。１年生のある生徒は「今

からでも、これから先も、ちょっとしたことから変えていって、

周りの人たちと上手く付き合っていけたらいい」と、人間関係

の大切さを学んでいました。 

とても密度の高い一日を送ることができました。今後の学校

生活で活かしてほしいと思います。 

☆先月行われました、能登地区工芸美術展にて、美術・工芸部門へ出展した美術作品「自然」(作 21H 

瀬戸ひなた)が優秀賞、書道部門に出展した書道作品「今、この一瞬」(作 11H 加世田風華)が優良賞を

受賞しました。今後も良い作品を生み出していってほしいと思います。 

☆21H の紺井彩里奈さんが、ボランティ

ア活動を通してすぐれた社会貢献を行っ

た生徒に対して贈られるボランティアス

ピリット賞を受賞しました。他者への思い

やりの大事さを実感できました。 


